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ま え が き

今日の子どもたちをめぐる問題は，いじめや不登校のみならず，数多く指摘されている。

そして，こうした問題が論議されるたびに，「スクールカウンセラー等の専門家の配置を」

「支援員制度の拡充を」といった意見が声高に叫ばれる。しかし，私は，これにいつも違

和感を抱いてきた。といっても，特別なことを考えているわけではない。「教員がいじめ

や不登校対応の専門家であるべきではないのか？」「発達障害の友人を支援すべきなのは，

まずはクラスメートであり，教員ではないのか？」「いじめを止めるのは専門家ではなく

クラスメートではないのか？」という，当たり前のことである。

総社市の「だれもが行きたくなる学校づくり」は，この当たり前のことに取り組もうと

いう事業である。では，その特徴はどこにあるのか。

第一に，不登校対策事業としてスタートはしたが，不登校という行動に焦点化していな

い。それは児童・生徒が人間として成長し，不登校という問題を寄せ付けない強さとしな

やかさを身に付けることに焦点を置いている取組であることを意味している。

第二に，不登校対策の事業であるにもかかわらず，不登校や不登校傾向にある一部の児

童・生徒のみを対象としていない。不登校は「心の病」などではない。「学級・学校に行

かない」だけである。人はだれもが弱さを持っている。ならば，その弱さも含めた相互理

解と，それを基盤とした許し合い，認め合い，励まし合い，そして切磋琢磨が共存する自

治的な学級をつくることで問題は乗り越えられるという考えに基づいている。

第三に，世界に出しても恥ずかしくない実践である。世界の生徒指導は，多領域にわた

る「包括性」，ニーズの多様性に目を向けた「多層性」，多様な学校資源の活用を考慮した

「全学校性」が求められるようになってきている。「だれ行き」はまさにそのような実践

であり，それを行政ぐるみで行っている地域は，私の知る限り，日本では，ない。海外か

らの視察団の来日は，こうしたことが背景にある。

第四に，「連携が生んだ実践」である点である。学校・教育行政・大学の連携はもちろ

ん，教師とスクールカウンセラー等との連携，保こ幼小中高の連携，地域と学校の連携，

市内の各種団体との連携が，名目ではなく，実質的に動いているという事実がある。ビジ

ョンを共有し，町ぐるみで教育を創造しているという点である。

「だれ行き」は今年で六年目を迎えている。その間の子どもたちの変容が先生方のエネ

ルギーになっていることを実感している。そして，先生方の自信と，新たな実践に挑戦し

ようという意欲にあふれた姿勢が，私の，また大学側スタッフのエネルギーになっている。

さらにこの実践を発展させ，日本の子どもたちを救う一つの教育モデルをともに構築して

いくことができれば，この上ない喜びである。

平成27年10月３日

広島大学大学院教育学研究科附属教育実践総合センター

教 授 栗 原 慎 二















































































あ と が き

「だれもが行きたくなる学校づくり」は６年目を迎え，まだ十分とは言えないものの，

目に見える形で成果が出始めています。これは先生方を始め多くの人々の努力で得られた

ものであり，一朝一夕にできるものでないと実感しています。また，このプログラムは，

子どもの社会性が育ちにくい環境変化が進む現在，学校教育の基礎として欠くことができ

ないものであり，重要性を増していくと思っています。

私の「だれ行き」との出会いは３年半前で，門外漢で「だれ行き」の何たるかも知らず，

先生方から研修への参加負担軽減要望で，研修日数を減らすことに同意したことから始ま

りました。紆余曲折を経て先生方の意識が大きく変化し，関係者のご尽力もあって，成果

が実感できつつあることは隔世の感があります。

今日の結果は，この５年半の間，プログラムの創始者であり，研修開始以来継続してご

指導・ご助言をいただいています広島大学大学院 栗原 慎二 教授並びに講師の先生方の

ご指導・ご協力の賜物であり，深く感謝申し上げます。

また，効果が見えない中，本質を見抜き，導入を決断された 桒田 交三 前教育長の慧

眼に敬意を表する次第です。

内外からの関心が高まりつつある「だれ行き」が今後継続的に進化していくためには，

大学との連携が必須であり，今まで以上に重要になると考えています。また，保育所（園）

・こども園・幼稚園や家庭へのプログラムの導入等，難課題を解決するには，更に多くの

人々に参画していただくことが不可欠です。これからも進化を続けるために，今後とも微

力を尽くしたいと思っています。

平成27年10月４日

総 社 市 教 育 委 員 会

教育長 山 中 榮 輔



だれもが行きたくなる学校づくりは，次の方々にご指導，ご助言いただいた。

栗原 慎二 教 授 広島大学大学院教育学研究科附属教育実践総合センター

（以下，五十音順。所属は平成27年４月現在。）

青木多寿子 教 授 岡山大学大学院教育学研究科

池島 徳大 教 授 奈良教育大学大学院教育学研究科 教職大学院長

沖林 洋平 准教授 山口大学教育学部学校教育講座

金山 健一 准教授 県立広島大学総合教育センター

小玉 有子 教 授 弘前医療福祉大学保健学部看護学科

髙橋あつ子 教 授 早稲田大学大学院教職研究科

菱田 準子 校 長 大阪市立成南中学校

山田 洋平 講 師 梅光学院大学子ども学部子ども未来学科

米沢 崇 准教授 広島大学大学院教育学研究科

だれもが行きたくなる学校づくりは，総社市教育委員会において次の者が担当した。

（五十音順）

秋山 達郎 池上真由美 糸島耕太郎 井上 徹 岩佐 知美

江口 千里 風早 潤一 片岡 正喜 岸越 緑 貴志 知子

北川 和美 坂本満理枝 下山 郁子 東 長典 樋口唯起子

藤井 和郎 松田 真正 森木 浩介 山口 晴子

本稿執筆 東 長 典
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